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論文内容の要旨

本研究は，コンビュータを用いて分解能向上および波形分離等の比較的高度な波形処理と，微弱光

測定システムの代表的なものとされている分光けい光装置の制御ならびにその出力波形の補正演算に

主眼をおいて行なったものである。

第 l 章では，ディコンボルーションを基本とした分解能向上処理のうち実時間領域では最も有効で

あると考えられる反復逐次近似法について特性解析を行なしヘ分光データを対象とする場合の一つの

評価方法を示した。これらの解析結果の有効性を実験的にも確認した。

第 2 章では，オンライン・ミニコンピュータシステムを実際にディコンボルーション処理に適用し

た例を示した。また，本システムによる分光データの処理例についても言及した。

第 3 章では，大型コンビュータを用いた自動波形分離処理についてシミュレーション実験を行ない，

その結果をもとに進められた処理条件に関する検討の詳細について述べた。

第 4 章は波形分離処理をミニコンビュータによって実行する対話型波形分離処理システムに関する

ものである。従来，この処理は中型以上のコンピュータあるいは専用処理装置によってなされてきた

が，本システムは両者の長所を生かした形式となっており，各部の詳細ならびに処理性能について述

べた。また，本システムにより各種科学機器出力波形の分離処理を行なった結果を示した。

第 5 章では，分光けい光装置とミニコンビュータを直結し，装置の制御ならびに，その出力波形の

補正処理を実行するシステムについて述べた。

第 6 章では，高感度分光けい光測光システムを試作し，極微量の対象物質を含む希薄溶液試料の絶‘

対けい光測定に応用した結果について述べた。試作したシステムは検出系に光子計数法を採用し，ゲ
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一ト幅制御による除算方式と組み合わせて高安定化を図った。

論文の審査結果の要旨

科学機器による測定データに対し，所期の目的に合致するようコンビュータ処理を行うことは計測

分野における重要な研究課題のひとつになっている。本論文では，実用上利点、の多い時間領域におけ

る処理を，必要に応じて磁気テープを補助メモリとするミニコンピュータにより行って，次の成果を

得ている。

まず，装置関数による歪の除去法を雑音を考慮に入れて理論的に解析し，その結果により最適条件

で装置関数補正処理を行ない良好な結果を得ている。

ついで，数個の成分が未分離状態で得られる測定波形より各成分波形を分離する処理法に関し，シ

ミュレーションによる検討結果に基いて対話形式の波形分離用ミニコンビュータシステムを試作し，

大型コンビュータと同等の精度を得ている。

さらに，分光けい光測定に関して，実時間補正処理をミニコンビュータにより行い，また新しい光

子計数法をも応用して，高感度・高精度の測定を可能ならしめている。

以上の研究成果は，科学機器出力に対して共通性のある波形処理を短時間内に高精度かっ比較的安

価に実行することを可能ならしめるもので，応用分野も広く，この方面の工学の進歩に寄与するとこ

ろが多く，博士論文として価値あるものと認める。
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